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＜連絡事項＞

· 年末調整に伴う申告書に必要事項ご記入の上、11月27日(月)厳守で総務へ提出する事。
· 個人のカルテチェックは、11月30日（木）までに行う事。
＜利用者様情報＞
· 田名部　浩平様～金曜が来所日となっているが、今週は水曜日外来受診後来所している。本日来ら　

れない為連絡すると、お母様より「まだ寝ているし、水曜日に行ったから今日は休ませてください」とお話しある。夜は遅くまで起きている為朝は今日のように眠っている事が多いとの事。

◎来週金曜日の来所を待ち、来られない場合は再び面談行い、来所日の確認、デイケア利用目的を再度本人と確認していく事とする。

· 戸賀沢　潔様～神山様の家に入り浸り、食事、飲酒をして帰っているとの事。そのことで神山様の

生活リズムが崩れているとの情報あり。以前も週末に神山様の所へ来ては同行為を

繰り返していた事があった。詳細については青明舎スタッフが本人へ確認をとる事

になっている。

◎帰宅時は寄り道をせずに真っ直ぐ帰るよう声掛けをしながら、定期的に青明舎など関係機関と情報共有していく。

＜外来情報＞

· 大久保　律子様～頭痛訴えあり、頭痛薬１週間分処方となる。

· 村田　昭一様～血圧前より良くなってきているとの事。このまま様子観察していくよう伝えている。

· 田澤　勝敏様～むつの保健所で正月外泊の打ち合わせがあると話している。

· 淡路　智恵子様～右中指のささくれが化膿している。外科受診すすめるが本人以前も当院で診ても

らったと言われ、診察している。イソジン消毒、エルタシン軟膏、カット伴処置行っている。

· 横町　浩様～かかとが硬くなり割れていると話している。

· 関　秀治様～祖父の事が心配だと話している。家にいると余計に心配してしまうが、青山荘へ戻っ

てからは少し心配が和らいだとの事。一昨日中途覚醒あったが、昨日はぐっすり眠れたとの事。

＜事例検討＞

佐藤　みつ子様　（５９）　統合失調症・精神遅滞　

　　本人目標：病気を治して家に帰りたい

　　　　　　　体重を減らす（11／23　体重55.8kg・体脂肪４１％）

　　問題点：プログラム等において拒否が強く、自発的に取り組む事が難しい

　　　現在の状況

・経験がないもの、創作プログラム等の拒否あり。

・ドッチビー、タオル体操、筋力アップ体操（やり慣れているもの、好きなもの）は参加するが、他の運動は見学している。

・計算プリントは苦手としていたが、おはじきを使ったり、分からない所を自ら聞いてくる等取り組むようになってきている。

・余暇時は塗り絵や編物に取り組まれる。

・以前に比べプログラムへの参加拒否も少なくなり、内容によるが活動性は徐々に向上し

ている。

　　　・体重についても気にしており昼食のご飯は少なめに盛る、間食をしない等自ら気を付けている。

⇒対応として

・個別に説明を加えたり、スタッフとマンツーマンで作業への参加を促す。

　　　　　・出来た事については十分な振り返りを行い、本人の自信へと繋げていく。

　　　　　・強い参加拒否があった場合は見学を促し、場の雰囲気だけでも感じて頂く。

高島　吉太郎　（７４）統合失調症

　　本人目標：レストランへ行く

　　問題点：・立ち上がり、歩行中のフラツキ、転倒の恐れあり

　　　　　　・視力が弱く、眼の前に物を持ってきて見ている

　　　　　　・こだわり強く、ペース変更難しい

　　　　　　・排尿時衣服を濡らしている

　　　　　　・耳が遠く1回で聞き取れない

　　　　　　・移動時周り状況に気付かず、独りで先に進んでしまう

　　　⇒対応として

　　　　　・椅子に休ませると転倒の危険性があるので、床に布団を敷いて休ませる。

・歩行時は傍で見守り、ポケット等手を入れないよう声掛けする。

　　　　　・衣類が濡れているときは本人へ伝え、更衣を促していく。

　　　　　　　　　　

　　　　　　転倒、怪我をしないよう見守りしていく。現状維持に努めていく。

